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国内初の次世代脆弱性検査『SiteScan2.0』のサービスを開始 

― 1日 1回の脆弱性検査の結果や対策・対応状況をWebポータルで一元管理 ― 
 
インフォリスクマネージ株式会社（東京都品川区、代表取締役社長兼ＣＥＯ：高久 勉）は、リ
モートからサーバ、ネットワーク機器の脆弱性を毎日 1 回検査し、問題点の発見とその対策を報
告する次世代型の脆弱性検査『SiteScan2.0 EnterpriseEdition（サイトスキャン 2.0エンタープ
ライズエディション）』のサービス展開を 2006年 10月から開始します。 
日本市場向けに特化した毎日検査タイプの脆弱性検査としては、国内初の本格的なサービス展

開となります。 
 

2005 年に国内で実施されたセキュリティ診断の統計結果によると、全体の 79%にあたる Web
サイトで情報漏えいに繋がる問題点が発見されています（※1）。その原因のひとつとして指摘さ
れているのが、ほとんどのシステムは検査や問題箇所の修正を、稼動前に 1 回、稼動後も年に 1
～2 回程度しか実施していないという現状です。しかしながら外部からの侵入者の攻撃パターン
は日々進化しており、こうした従来の検査手法では充分とは言えません。 
 

そのようなお客様の課題を解決するために開発されたのが、『SiteScan2.0 EnterpriseEdition』
です。 
『SiteScan2.0 EnterpriseEdition』は、最新の検査項目により毎日 1回サーバ・ネットワーク
機器の脆弱性検査を実施し、脆弱性レベルやセキュリティホールを把握。その対策及び対応状況

を専用のWebポータルで一元的に管理することにより、組織全体のセキュリティを格段に向上さ
せるというものです。 
 

海外では現在、毎日 1 回脆弱性を検査するタイプのサービスが急速に市場を拡大しており、日
本国内でも海外版をそのまま日本語化したいくつかのサービスが導入され始めています。しかし、

日本へのサイト攻撃のパターンは独特で、欧米におけるそれとは傾向が大きく異なっているのが

実情です。 
このため、『SiteScan2.0 EnterpriseEdition』では、業界内で高い評価を得ている「株式会社ラ
ックのコンピュータセキュリティ研究所」（※2）により分析・検証された検査パターン（シグネチ
ャ）を活用することで、日本市場における最適化を実現しました。 
 
※1、Webサイトのセキュリティ診断の実施結果（NRIセキュアテクノロジーズ株式会社調べ） 

http://www.nri-secure.co.jp/service/assessment/report2006.html より抜粋 
 
※2、株式会社ラックが運営する情報セキュリティの研究を専門とする研究機関。 
最新かつ多彩な知識を持つセキュリティアナリストたちが、新しい脅威や効果的 
な対策についての専門的な研究を進めています。 その対象も、最新の脅威に対 
する情報収集・調査から、防御や検査、監視の方法まで幅広い領域に及びます。 
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＜サービスの概要＞ 
＊ サービス名称 ： 『SiteScan2.0 EnterpriseEdition』 
＊ ホームページ ： http://www.sitescan.jp/ 
＊ 提供開始日 ： 2006年 10月 1日 
＊ 提 供 価 格 ： 年間 720,000円（3 IP まで） ／追加は 1 IP当たり年間 240,000円 
＊ おもな特徴 ： ①毎日（1年 365日）1回、最新の検査エンジンにより脆弱性を検査します。 
 ②日本市場に最適化された検査エンジンが的確に脆弱性を検査します。 
 ③わかりやすい GUI画面で様々なリスクを一元管理できます。 
＊ 提供イメージ ：  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
【インフォリスクマネージ株式会社～会社概要】 
商 号 ： インフォリスクマネージ株式会社 
設 立 ： 1997年 1月 9日 
代 表 者 ： 高久 勉（代表取締役社長 兼 ＣＥＯ） 
所 在 地 ： 東京都品川区西五反田 3-7-10 アーバンネット五反田ＮＮビル 2F 
資 本 金 ： 409,379千円（2006年 8月末現在） 
ホームページ ： http://www.inforisk.co.jp/ 
事業内容 ： 情報リスクマネジメントという視点からビジネスの根幹をなす情報システムを評価・管理

し、企業が情報システムを最大限活用できる安定的な環境を提供しています。特に

MSP（マネジメント・サービス・プロバイダ）分野では、草分け的存在として多数の実績を

有しており、今後も ITIL や ISO27001/ISMS といった国際・国内基準に準拠したサービ

スを提供していくことによって、リーディングサービスプロバイダの地位を目指します。 
 

【本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先】 
◆インフォリスクマネージ株式会社 経営管理本部 海老原（えびはら）  

TEL：03-5434-2600 ／ E-mail：info@inforisk.co.jp 
【サービスに関するお問い合わせ先】 

◆インフォリスクマネージ株式会社 セールス＆マーケティング本部 東郷（とうごう）、木下 
TEL：03-5434-8860 ／ E-mail：ms-sales@inforisk.co.jp 
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